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Current Status of the Geophysical Observation Network around the Yakedake Volcano

ORREM - FHFHIEAN - 2R
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Geophysical observation network in the vicinity of the Yakedake volcano, Hida mountain range, central Japan was
constructed in order to monitor the volcanic activity. We newly installed three observation site within 2 km from
the summit crater that consist of short period and broad band seismometer, tiltmeter, GNSS, magnetometer as well
as high precision thermometer nearby the summit crater. All the data are telemetered to DPRI in real time.
Obtained data are utilized not only for the monitoring of the volcanic activity but also a research for predicting a

phreatic eruption of the volcano.
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	１．はじめに：　平成26 (2014)年9月の御嶽山の噴火災害を受け、大学等が観測研究を重点的に行うこととされている火山に新たに9火山が加わることとなり、岐阜・長野県境の焼岳火山もこれに含まれることとなった。同年度の文科省の予算措置により、これら9火山の観測設備の整備が行われ、京都大学防災研究所が焼岳火山の観測設備整備を担当した。焼岳火山近傍では従前より防災研究所上宝観測所が観測研究を進めていたが、本報告では、今回の予算措置による設備等を含め、焼岳火山の研究・監視観測網の現状を報告する。なお、気象...
	２．観測網の整備状況：　Fig.1に、2016年10月現在の焼岳近傍の観測点の分布を示す。2010年当時の同地域での観測強化の開始時点では、観測点のうちのほとんどが短周期高感度地震計を有するのみであった。また、長野県側にはオンライン観測点が皆無である等の問題点があり、上宝観測所では2010年秋から長野県側の上高地内に4点のオフライン観測点を設置するなどして地震活動の把握に努めた。
	その後、2013年度からの3ヵ年計画で国交省の河川砂防技術研究開発予算による委託研究により、土石流等の質量移動を検知するためのシステム構築の一環として、上高地に「上高地峠沢(DP.KKHZ)」および「上高地防災情報センター(DP.TSIK)」の2点のオンライン観測点を整備した。これらは土砂移動等の検知のほかに火山活動に伴う地震活動の把握にも有用な観測点である。DP.TSIKには高感度地震計が、DP.KKHZにはこれに加えて気泡型傾斜計と強震計が設置されている。さらに、2014年9月の御嶽山噴火災...

